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平
成
十
五
年
都
工
祭

体
育
の
部

昭
和
四
十
六
年
卒

橋
本
聖
史

平
成
十
五
年
十
月
十

八
日

（土
）
爽
や
か
な

秋
晴
れ
の
も
と
、
多
数

の
父
兄
　
Ｏ
Ｂ
の
観
戦

す
る
中
で
都
工
恒
例
の

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま

を
く
り
広
げ

て
く
れ
、

思
わ
す

「ガ
ン
バ
レ
ー
」

と
叫

ん
で
し
ま
う

こ
と

が
度

々
で
し
た
，

Ｏ
Ｂ

諸
兄
も
今
年

こ
そ
後
輩

の
応
援

に
お
出
か
け
く

だ
さ

い
．

第
二
十
三
回

萌
芽
会
総
会

・

懇
親
会
盛
大
に

平
成
十
五
年
六
月
二

十

一
日

（土
）
ホ
テ
ル

京
阪
　
京
橋
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、

岩
地
会
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
前
芽
会

の
現
状

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
又
生
駒
純

一

先
生
よ
り
引
継
が
れ
た

十
五
年
度
機
械
電
気
科

新
科
長
の
高
田
好
男
先

生
よ
り
科
の
近
況
報
告

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
十
五
年
度
新
入
生

よ
り
機
械
科
と
の
総
合

募
集

の
内
容

に
つ
い
て

な
ど
、
都
上
高
が
変
革

し
て
い
る
現
状
の
関
心

あ
る
話
し
も
報
告
さ
れ

ま
し
た
．

議
事
条
件
は
、
議
案

書
通
り
満
場

一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
．

引
き
続
い
ヽ
製
一親
会
に

御
来
賓
を
お
迎
え
し
、

都
鳥
工
業
高
等
学
校
校

長
竹
田
剛
先
生
は
じ
め
、

浪
速
工
業
会
西
井
清
美

理
事
長
に卜ご
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
各

部
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

親
和
会
会
長
、
元
国
務

大
臣
近
江
巳
記
夫
様
、

機
械
電
気
科
の
先
生
方

に
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
．

新
卒
会
員
十
二
名
含

め
合
計
五
十
五
名

の
参

加
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。
最
後
に
新
卒

会
員
の
紹
介
後
、
恒
例

の
機
械
電
気
科
嘔
援
技

露
が
あ
り
、
校
歌
を
出

席
者
全
員
で
斉
唱
し
、

盛
人

の
う
ち
に
問
幕
と

な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
別
掲
六
月

十
九
日
に
同
じ
会
場
で

開
催
予
定
で
す
．
同
窓

生
を
誘

い
あ

っ
て
性
非

御
参
加
下
さ
い
。

尚
浪
速
工
業
会

の
返

信
葉
書
に
出
欠
を
必
ず

ご
返
事
く
だ
さ

い
。
お

待
ち
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

臓

し
た
．
八
時
四

十
五
分
の
合
同

体
操
に
始
ま
り

各
科

の
応
援
技

露
を
含
め
二
十

メ
ー
ト
ル
リ
レ

ー
ま
で
全
二
十

六
競
技
、
六
時

間
■
に
わ
た
る

熱
戦
を
堪
能
し

ま
し
た

．

総
合
成
績
で

は
昨
年
と
同
じ

く
惜
し
く
も
二

位
で
し
た
が
、

我
ら
が
機
電
科

生
は
シ
ン
ボ
ル

カ
ラ
ー
の
緑
を

基
調
に

「
燃
え

よ
機
電
」
と
書

か
れ
た
バ
ッ
ク

を
背
に
三
学
年

一
体
と
な

っ
た

熱
気
に
あ
ふ
れ

る
競
技
　
応
援

懸

崩芽会の運常が深刻になってきております。

会費納人、総会参加、広告掲載に、お力添え

を頂けないでしようか。

ご協力のほどよろしくお願い中し上げます。

●都エホームベージ

htp://― ocec g。 lp/耐yakolirna/mvakO him

●萌芽会メールアドレス

houga‐ kaiOmam goO nejp

このアドレスに擁帯電話・パソコンのどちらからでも

メールが出せます。

第24回前芽会総会・懇親会のお知らせ
(機械電気科卒業同窓会)

〔日時〕平成16年6月 19日 (土 )18:30～
〔場所〕ホテル京阪 京橋 7階 かがやきの間

大阪市都島区東野IH町2138
TEL 06-6353-0321
京阪電車、京橋駅、京阪モール 7階

〔会費〕S37ヽ H3率は¥8000- H4ヽ H9卒は¥5,000-
H10ヽ H15卒 は¥4.000- H16卒 (新卒 ,は Y3,000-

同級生を誘い合って参力Π下さい。
参〕者は、こ浪ll工業会報同tlの返信ハガキ、
13前芽会メール C電話 (会長もしくはクラス幹事)
●FAX(0669621997)に て申し込み下さい !

ず、5月 31日 までに、ご連絡ドさい。 「
___4蟷



平成16年 5月 1日

前
芽
会
会
計
バ
ン
ク

前
芽
会
独
自
会
費

二
千
円
創
設
提
案

十
七
年
度
よ
り

蒻
芽
会
会
長

山石
地
　
馨

一昭
和
四
十
一年
卒
）

藝

欠
天
育
貝
の
皆
蘇
益
々

ご
健
勝
の
事
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
、

浪
速
工
業
会
、
前
芽
会
に

絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
環
境
は
、全
般
的

に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
で
す
が
、我
が
崩
芽
会
も

会
計
報
告
の
通
り
十
五
年

度
で
底
を
つ
き
ま
し
た
。
各

部
会
と
も
予
備
会
計
か
ら

支
出
し
、
何
と
か
忍
ん
で
い

る
の
が
現
状
で
す
、
元
々
毎

年
会
計
的
に
は
、蒻
芽
会
は

余
裕
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

蒻
芽
会
会
員
の
皆
様
の

会
費
納
入
三
千
円
の
還
元

金

一千
円
と
広
告
の
還
元

金
五
％
だ
け
で
運
営
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
十
六
年

度
は
、
〈ム
計
報
告
の
通
り

繰
越
金
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
な
り
大
変
ご
迷
惑
か
け

て
い
ま
す
。
何
と
か
十
七
年

度
よ
り
財
政
的
に
蓄
え
が

出
来
な
い
も
の
か
と
、
考
え

て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

短
絡
な
方
針
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
後
都
島
工

百
周
年
ま
で
萌
芽
会
会
計

を
健
全
な
形
へ
堅
持
し
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

六
月
十
九
日
の
二
十
四
回

総
会
に
計
っ
て
、結
論
を
得

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一朋
す
会̈
〈
苔
貝
の
書
屁
いに
は
、

何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
に
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　
尚
現
在
部

会
費
二
千
円
を
別
に
徴
収

し
て
い
る
部
会
は
、青
莞
会
、

昭
土
会
、
舎
密
会
２

二
部

会
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
各
位
の
益
々
の
ご
健

勝
と
、各
方
面
で
の
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

科
長
挨
拶

機
械
電
気
科

科
長

高
田
　
好
男

蒻
芽
会
々
員
の
皆
様
に

は
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

中
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
科
の
近
況
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
昨
年

度
よ
り
、
新
入
生
は
百
二

十
名

（機
械

機
械
電
気
群

で
の
総
合
募
集
）
と
な
り
、

後
期
で
所
属
科
が
決
定
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

機
械
電
気
科
に
は
五
十
二

名
の
優
秀
な
生
徒
が
所
属

し
ま
し
た
。

新
二
年
生
は
、
四
月
か
ら
二

コ
ー
ス
，

カ
ト
ロ
情
報
コ
ー

不

電
子
制
御

コ
ー
る

展

開
さ
れ
、
内
六
単
位
を
選

択

（工
業

英
数
系
列
）
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
て
、
平
成
十
五
年
度

の
卒
業
生
Ｔ
組
担
任
青
木

俊
明
先
生
、
ｂ
組
担
任
松

岡
孝
和
先
生
）七
十
七
名
ほ
、

二
月
三
日
、
大
き
な
夢
と

希
望
を
も
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
に
進
′んで
行
き
ま
し
た
。

不
況
な
社
会
情
勢
が
続
く

中
、求
人
件
数
の
厳
し
い
状

況
で
し
た
が
、
担
任
の
先
生

方
の
ご
協
力
と
、
卒
業
生
の

奮
闘
に
よ
り
、
般
企
業
就

職
三
十
八
負

公
務
員
三
名
、

高
専
編
入
を
含
め
た
進
学

者
三
十
負

専
門
学
校
四
負

自
営

そ
の
他
二
名
と
い
つ

進
路
状
況
で
し
た
。
各
方

面
に
お
い
て
、
先
輩
の
ご
指

導
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
視
野
を
広
げ
、

進
路
意
識
の
高
揚
の
た
め
、

科
の
堂
テ
こ
し
て
■
笏
早
電

Ｏ
Ｂ
進
路
懇
談
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
平
成
十
五

年
は
、
五
月
二
十
日
に
浪

速
工
業
会
理
事

蒻
芽
会
々

長
の
岩
地

馨
様
、
浪
速
工

業
会
評
議
委
員
の
高
橋
数

隆
様
は
じ
め
十

一名
の
先

輩
方
に
現
在
社
会
の
状
況

社
会
人
に
な
る
た
め
の
心

構
え
等
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
世
話
に
な
り
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

今
年
度
は
五
月
二
十
八
日

（金
）
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
後
輩
の
た
め
に
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

昨
年
は
総
合
優
勝
を
め

ざ
し
、
生
徒

職
員
が
一九

と
な
っ
た
都
工
奴
奮
雲
晨
示は
、

惜
し
く
も
総
合
第
二
位
で

し
た
が
、
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド

の
部
で
準
優
勝
を
し
ま
し

た
。
今
年
は
十
月
二
十
三

日
（土
）
で
す
。
文
化
祭
は

十
一月
二
十
七
日
（■
千
■

一

十
八
日
（日
）
に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
一、
後
輩
達

の
活
躍
を
見
に
来
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

二
年
生
修
学
旅
行
に
つ

い
て
は
、
本
■
年
一月
に
高
山

観
光
も
取
り
入
れ
た
飛
騨

平
湯
温
泉
ス
キ
ー
場
で
思

い
出
深
い
体
験
を
し
て
き

ま
し
た
．
同
じ
場
所
に
行

く
の
は
、
八
度
目
に
な
り
ま

す
が
、
生
徒
達
に
は
非
常

に
好
評
で
す
。
現
地
の
方
々

に
も
機
械
電
気
科
の
生
徒

の
評
判
が
よ
く
、我
々
も
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、エハ
月
十
九
日
（上
）

（昨
年
と
同
じ
京
橋
の
ホ
テ

ル
京
阪
に
て
）に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
、第
二
十
四
回
蒻

芽
会
総
会

懇
親
会
の
時

に
お
目
に
か
か
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

蒻
芽
会
々
員
諸
氏
の
今
後

の
ご
健
勝
と
、
い」
活
躍
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

萌
芽
会
主
催
会
員

交
流
会

高
橋
和
隆
先
輩
３
年
■

講
師
で
開
催
す

去
る
十
五
年
十
一月
十

五
日
に
、前
芽
会
主
催
に
て

浪
工
会
会
員
交
流
会
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
部

会
よ
り
三
十
一名
参
加
さ
れ
、

盛
会
り
に
終
わ
り
ま
し
た
．

演
題
は
、
高
齢
化
社
会

に
向
け
て
大
変
関
心
が
高

い
健
康
問
題
を
、
高
橋
先

輩
御
研
究
の
波
動
と
い
つ

現
象
の
話
し
を
交
え
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者

も
波
動
現
象
の
話
し
に
は
、

感
動
さ
れ
た
よ
う
で
す
．

次
回
は
、各
部
会
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

年
３
回
開
催
予
定
で
、詳
細

は
浪
工
会
会
報
１
３
１
号

に
掲
載
。
△ム
員
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、参
加
希

望
会
員
は
、
工
業
会
館
事

務
局
ま
で
御
一報
く
だ
さ
い
。

平
成
十
五
年
度

都
工
祭

◎
文
化
の
部

平
成
十
五
年
十

一月
二

十
九
日
ヽ
三
十
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
機
械
電
気
科

の
生
徒
も
、
創
意
工
夫
の

伝
統
を
生
か
し
た
実
験
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
に
は
、
見
学
者
よ
り

絶
賛
の
声
も
聞
・ヽ
え
て
き

し
た
。
今
年
の
文
化
な
示に
は
、

一度
足
を
お
運
び
下
さ
い
．．

浪
速
工
業
会
事
業
に
前
芽

会
事
業
を
共
催
す
る
形
で

左
記
事
業
に
参
加
を
募
集

い
た
し
ま
す
。
参
加
中
込
は
、

浪
速
工
業
会
会
報
同
封
の

総
会
返
信
ハ
ガ
キ
に
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
納̈
芽

会
事
業
を
単
独
で
は
難
し

い
状
況
も
あ
り
、
是
非
多

数
の
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
．

◎
懇
親
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
Ｌ
〓
平
成
十
六
年
七
月
四
口
一Π
一

会
場
一京
橋
『ボ
ウ
ル
メ
イ
ト
』

参
加
費

一
大
人
四
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

子
供
二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

会^
食
費
商
品
代
込
み
）

◎
理
事
長
杯
圭
毒
”
フ
コ
κヽ

同
時
一平
成
十
六
年
九
月
八
日
一水
一

広^
場
一フ
オ
レ
ス
ト
三
本
ゴ
ル
フ
Ｃ
Ｃ

参
加
費

一
一
エハ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

（会
食
費
、商
品
代
込
み
）

経済環境の厳しい中、下記の会員の方より
名簿、及び浪速工業会会報の広告募集に
御協力いただきました。(敬称略)

岩地

ネ中田

+H
高橋
川口

後藤

千葉

馨
`S41年
卒 )

十三I S63a年 )ヽ

克彦(S37年卒,
数隆IS,9年卒

'寿通 (S40年卒 ,

武 (S56年十)

晴夫tS37年卒)

中込‖質|

日標金額 3ヽ52.∞0

中込金額¥190 0Cl)

達成539%

川口 寿通 (S40年卒),中込順,
高橋 数ri(s39年卒)目標金額¥89,∞ 0
後藤  武(S63年卒)申込金額¥9o∞o

達成1011%

2004年 度名簿広告 (15年 12月 1日発行)

131号浪速工業会会報広告(10年 5月 1日発行)






